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筆者らは，聴覚障害児・者のコミュニケーション全般の支援を目標にタブレット・アプリの研究開発を進めている．

本稿では，(1)リアルな会話そのものをサポートする機能，(2)コミュニケーションの結果を記録する機能，(3)コミュ
ニケーションの記録を活用する機能を有する Android アプリについて詳細に述べる．本アプリは Android の音声認識

機能を利用して，アプリ利用者（聴者）が発した言葉を音声認識し，その結果として取得できた文字列に対応する画

像（ピクト）を検索し，アプリの画面に次々と表示する．会話の内容に合わせたピクトを表示することによって，聴
覚障害者・児がその場の状況を理解することを可能にする．これまでのところ，本アプリの基本的な機能は実装済み

であり，各機能の動作確認をおこなった．しかし，コミュニケーション全般を支援するには，音声認識エンジンの性

能，認識結果の編集，記録した会話の活用方法などさまざまな課題が存在するため，実践的な評価を積み重ね，アプ
リの機能強化・拡張が必要である． 
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We have developed a communication assist software for children and persons with Hearing-Hard and Deaf using tablet media. In 

this paper, we discuss the Android application. It has the following three functions: (1) to support real conversations, (2) to record 

the communication results, (3) to make use of the records. Our Android application captions the real conversation through the 

speech recognition function of Android, and showing the photographs and pictograms corresponding to the captions to support 

the communication for children and persons with Hearing-Hard and Deaf. So far, we have implemented the basic functions of our 

application and tested them. As the results, we recognized its potential and problems. 

 

 

1. はじめに   

新生児聴覚スクリーニングが開始され，早期に難聴が発

見されるケースが増加している[1]．日本産婦人科医会の調

査報告によると，いくつかの問題点が指摘されているもの

の，2013 年度の調査時点では分娩取扱機関の 88％において

新生児聴覚スクリーニング検査が実施されている[2]．新生

児期に発見される早期療育が必要な聴覚障害の頻度は

1000 出生中 1～2 人といわれている．しかし，早期療育が

おこなわれれば，コミュニケーションの発生，言語の発達・

獲得につながり，生活の質の向上が期待される．一方，厚

生労働省の平成 18 年身体障害児・者実態調査によると，日

本の聴覚障害者数は 18 歳以上で 276000 人，18 歳未満で

15800 人であり，1000 人に 2～3 人が聴覚障害者であるとい

う結果となっている[3]． 

聴覚障害は音声情報の取得やコミュニケーションの障

害とも言われており，その音声コミュニケーションの困難

を補う，または代替するために，手話や筆談，絵カード，

写真など，さまざまな補助手段・工夫が用いられている．
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絵カードや写真は聴覚障害児・者の言語指導の一手法とし

ても用いられている．このようなコミュニケーションの補

助手段・方法は AAC （ Augmentative and alternative 

communication）と呼ばれており[4]，筆者らも AAC に着目

している．特に非音声系の補助手段・工夫である絵カード

や写真に着目し，AAC をさらにコミュニケーション全般に

適用できないかと考え，研究開発を進めてきた． 

具体的には，聴覚障害児・者のコミュニケーション支援

の助けとなるために， 

 

(1)リアルな会話そのものをサポートする機能 

(2)コミュニケーションの結果を記録する機能 

(3)コミュニケーションの記録を活用する機能 

 

これらの機能を有する，Android タブレット上で動作する

アプリを開発している[5][6]． 

本アプリは，会話の内容を常に音声認識し，その場面に

合わせて絵や写真（本研究ではピクトと呼ぶ）を表示する

ことによって，会話の内容の理解とそれにもとづくコミュ

ニケーションを支援する．また，会話を音声認識した結果

として取得された，一連の文字列とピクトを保存し，ライ

フログのように活用できるようにする． 

コミュニケーションが成立するには，互いの状況や文脈



を共有する必要があり，本アプリでは(1)の機能により，状

況理解を支援する．また，今日ではブログや Twitter，LINE

などさまざまなコミュニケーションツールが開発され，コ

ミュニケーションは対面だけでなく，ネット上でもおこな

われる．本アプリでは(2)や(3)の機能により，対面以外のコ

ミュニケーションをも支援する． 

これまでにもピクトを利用して聴覚障害児・者のコミュ

ニケーションを支援することはおこなわれている[7]．また

最近は，コミュニケーション支援の土台としてスマートフ

ォンやタブレットが注目されており，それらの端末で動作

するアプリも研究開発されている．たとえば，「こえとら」

では聴覚障害児・者がキーボードから文字を入力すると音

声で読み上げたり，聴者が音声入力した結果を画面に文字

で表示したりすることができる[8]．また，「vocaco」や「ト

ーキングエイド for iPhone/iPad」ではピクトを利用してメ

ッセージを組み立てて音声で読み上げることができる

[9][10]．これらのアプリは主に，聴覚障害児・者が知りた

いこと伝え，理解することを目的としている．本研究のよ

うに，リアルな会話そのものをサポートし，コミュニケー

ションの記録の蓄積と活用をおこなうような，聴覚障害

児・者のコミュニケーション全般を支援しようとする試み

は筆者らの知る限りおこなわれていない．本稿では筆者ら

が開発している Android アプリの概要と詳細を述べる． 

 

2. 本アプリの概要 

2.1 アプリの特徴 

本アプリは Android タブレット上で動作する．本アプリ

は Android の音声認識機能を利用して，本アプリの利用者

（聴者）が発した言葉を音声認識し，その結果として取得

できた文字列に対応する絵や写真（ピクト）を検索し，端

末の画面に次々と表示する．図 1 のように，会話の内容に

合わせたピクトを表示することによって，聴覚障害児・者

がその場の状況を理解することを可能にし，彼ら／彼女ら

のコミュニケーションを支援する．これにより，(1)リアル

な会話そのものをサポートする機能を実現する． 

また本アプリでは，会話を音声認識した結果として取得

された，一連の文字列とピクトをシーケンスとして保存す

ることができる．そして，保存されたシーケンスを適宜読

み込み，そこに含まれる文字列とピクトの並びを再現する

ことができる．また，ピクトの並びを自由に変更し保存し

なおすこともできる．シーケンスをブログや Twitter などの

ソーシャル・メディアに投稿する仕組みは今後の課題であ

るが，これらによって，(2)コミュニケーションの結果を記

録する機能と(3)コミュニケーションの記録を活用する機

能を実現する． 

 

2.2 アプリの構成 

図 2 に本アプリの基本構成を示す．本アプリは 3 つの機

能モジュールから構成される．それらはピクト登録，シー

ケンス作成，シーケンス閲覧・編集である[6]．カメラと音

声認識については Android タブレットにあらかじめインス

トールされているアプリや機能を利用する．データベース

はピクト管理用とシーケンス管理用のそれぞれ 2 つずつ，

計 4 つのテーブルから構成される．ピクト管理用のテーブ

ルは，ピクトの画像ファイルを管理するテーブルとピクト

に付与されたタグ（キーワード）を管理するテーブルであ

る．ピクトの検索では音声認識の結果とタグとを比較する．

シーケンス管理用のテーブルは，シーケンスのタイトルや

作成日時などを管理するためのテーブルとシーケンスに含

まれるピクトとその並び順を管理するためのテーブルであ

る． 

 

 

図 1 本アプリの概念図 

Figure 1 Concept of our application 

 

 

図 2 本アプリの構成 

Figure 2 System structure of our application 
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2.3 ユーザインタフェース 

図 3 に本アプリの画面構成を示す．本アプリの画面は大

きく 4 つの領域に分かれている．それらは①コンソール領

域，②ピクト表示領域，③テキスト表示領域，④機能領域

である．画面右上（図 3 中の①）はコンソール領域である．

コンソール領域は 1 つのテキストビューから成り，そのビ

ューをタップすることによって本アプリの機能を実行する

ことができる．画面の一番大きな領域（同②）はピクト表

示領域である．そこには音声認識に従ってピクトが並べら

れたり，作成したシーケンスが表示されたりする．シーケ

ンスは左右にスクロール可能である．カメラアプリを起動

したときはピクト表示領域にカメラによって取得した画像

が表示され，その画像をタップすることによって写真画像

が保存される．ピクト表示領域の下（同③）はテキスト表

示領域であり，テキストビューが並んでいる．それらのテ

キストビューには音声認識の結果として取得された文字列

が表示される．直近の認識結果がテキスト表示領域の中央

になるように自動的にスクロールされる．画面の右側や左

側には，ピクトの検索や登録を実行するための矩形領域が

存在する（同④）．音声認識の結果を表示するテキストビュ

ーをタップするとそのコピーが作成され，それを矩形領域

にスワイプすることによって，ピクトを検索したり，ピク

トにタグ付けしたりすることができる．それらの機能を実

行するときのみ機能領域が表示されるようになっている．

コピーされたテキストビューはピクトの検索やタグ付けが

おこなわれると消去される． 

 

 

図 3 本アプリの画面構成 

Figure 3 User interface. 

 

3. アプリの詳細 

3.1 音声認識 

Androidアプリで音声認識機能を利用する方法としては，

Android タブレットの音声認識機能を利用する方法や既存

の音声認識エンジンを組み込む方法[11]などがある．本研

究では，まずはアプリの試作を優先しているため，Android

タブレットの音声認識機能を利用することにした． 

Android タブレットの音声認識機能をアプリから利用す

る場合， 

 

・Android 標準の音声認識ダイアログを呼び出す 

・SpeechRecognizer オブジェクトを利用して，バックグラ

ウンドで音声認識機能を実行する 

 

という 2 つの方法がある[12]． 

本研究は言語獲得とコミュニケーション支援のために

「状況を定義」することから始めた．そのためには，話者

（聴者）が「何について話すか」を示すことができるよう

にする必要があり，初期の実装では，Android 標準の音声

認識ダイアログを呼び出して音声認識をおこなった． 

しかし，リアルな会話そのものをサポートするには，音

声認識をおこなうたびにダイアログを呼び出すのではなく，

コミュニケーションと同時進行的に会話を音声認識してい

く必要がある．そのため，本研究では SpeechRecognizer オ

ブジェクトを利用する方法も実装している． 

本アプリは音声認識の結果として取得された文字列を

一つひとつテキストビューに設定することによって記録す

る． 

 

3.2 ピクトの検索 

本アプリのピクト検索はシーケンス作成モジュールが

起動されているときに実行されるが，その実行は 2 つのタ

イミングでおこなわれる． 

ひとつは，音声認識の結果として文字列が取得されたと

きである．この場合，その文字列がタグ付けされているピ

クトが検索される．もうひとつは，テキスト表示領域のテ

キストビューを，ピクト検索の機能領域へスワイプしたと

きである．この場合，テキストビューに表示されている文

字列がタグとし付与されているピクトが検索される．これ

らの方法により会話の内容の理解とそれにもとづくコミュ

ニケーションを支援する． 

後述のピクト登録機能によって，本アプリでは同じタグ

を複数のピクトに付与することができるため，音声認識の

結果，あるいはテキストビューをスワイプして特定の方向

へ移動させた結果として検索されたピクトを別のものに変

更したいこともある．本アプリでは，検索されたピクトを

長押しすることによって，そのピクトと同じタグが付与さ

れたピクトをすべて表示することができる．そして，その

中から利用者がピクトを選択することによって，そのピク

トがそれまで表示されていたピクトの代わりに画面上に表

示されるようになる．本アプリでは，ピクトの検索結果の

優先順位を管理しており，利用者がこのピクト変更操作を

一度おこなうと，本アプリは日本語入力システムにおける

変換候補の優先順位のように，選択されたピクトの優先順

②
④

④

③

①



位が一番高くなるように順位を変更する．したがって，そ

れ以降は同じタグによってピクトが検索されたとき，利用

者が選択したピクト，つまり優先順位が一番高いピクトが

検索されるようになる． 

 

3.3 シーケンスの作成・閲覧・編集 

本アプリでは，音声認識の結果として取得された一連の

文字列と画面に表示されたピクトは，シーケンスとして保

存される．シーケンスの保存時にはシーケンスが保存され

た日時と任意で位置情報も記録する．そして本アプリでは，

保存されたシーケンスを読み込み，文字列とピクトの並び

を再現することができる．そのため，会話の記録・コミュ

ニケーションのログとなり，利用者は後でその内容を確認

したりブログや Twitter などのソーシャル・メディアで活用

したりすることができる．スマートフォンなどに搭載され

ている各種センサーによって自動的に記録されるライフロ

グと違い，本アプリでは利用者自身が残したい，あるいは，

残すべきと考えたものだけを記録することができる．また

本アプリでは，ピクトの並び順を自由に変更することがで

きるようになっている．この機能によって，利用者は，時

系列に並んだピクトを，その会話の内容を理解しやすいよ

うに並べ替えて活用することができる．ただし，ソーシャ

ル・メディアとの連携など記録されたシーケンスを具体的

にどのように活用するのかについては今後の課題である． 

 

3.4 テキストビューのスワイプ 

本アプリでは，ピクトを検索するときや，新しいピクト

にタグ付けをおこなって登録する場合，利用者はテキスト

表示領域のテキストビューをそれらの機能を実行するため

の機能領域の方向へスワイプすればよい． 

具体的には，本アプリの画面左上や右上には各機能と結

び付けられた，非表示設定のテキストビュー（スワイプす

るテキストビューと区別するために機能領域ビューと呼ぶ

ことにする）が配置されている．利用者がそれらの機能領

域ビューに向かってテキストビューをスワイプさせること

によって，そのテキストビューが機能領域ビューに向かっ

て移動するようにアニメーションがおこなわれ，アニメー

ション終了後に機能領域ビューに結び付けられた機能が実

行されるようになっている．どの機能領域ビューに向かっ

ているかは，スワイプ操作の方向を随時追跡し，その方向

を示すベクトルと，スワイプ中のタッチイベントの発生位

置から機能領域ビューの中心点へと向かうベクトルとの類

似度によって求めている．タグや検索用キーワードはスワ

イプされたテキストビューから取得される． 

筆者らは，本アプリの機能をそれぞれ別のクラスとして

実装しているため，利用者からのフィードバックを踏まえ

ての機能の拡充や変更をおこないやすくしている．現在で

は本アプリの機能をカスタマイズすることはできないが，

ピクトの検索やタグ付け以外の機能を利用者が自由に選択

可能にすることによって，本アプリを利用者のニーズに合

わせてカスタマイズすることができると考えている． 

 

3.5 ピクト登録 

聴覚障害児・者の言語教育の分野では，言語指導の一手

法として絵カードや写真が用いられており，本研究はその

手法にヒントを得ている．そのため本アプリでも，「コミュ

ニケーション支援用絵記号デザイン原則（JIS T0103）」に

収載されている約 300 の絵記号例[13]を利用してピクトを

用意し，インストールと同時に利用可能な状態となる．し

かし，会話の場面に合わせたピクトをすべてあらかじめ用

意しておくことは現実的ではない．そのため，本アプリで

は，Android タブレットのカメラアプリを利用してその場

で撮影した写真や，あらかじめ撮影しておいた写真を選択

し，その写真にタグを付与することによって，利用者が自

由にピクトを追加できるようになっている．また，1 つの

ピクトに 1 つのタグしか付与できない場合，コミュニケー

ションの豊かさが疎外されてしまう．そのため，データベ

ースのテーブルを工夫することによって，同じタグを複数

の写真に付与したり，同じ写真に複数のタグを付与したり

することも可能になっている．したがって，コミュニケー

ションの場面に適したピクトをその場で追加して利用する

ことができる． 

 

なお，これまでに述べた機能のほかに，データベースの

各テーブルを CSV形式のファイルとして SDカードにバッ

クアップすることができる． 

 

3.6 実装 

筆者らはこれまでに上記で述べた機能を実装し，複数の

タブレットにインストールして動作確認をおこなった．開

発環境は Eclipse であり，Android OS のバージョン 4.2 や

4.4 のタブレットにインストールした．アプリを構成する

Java のクラスファイル数は 13，レイアウト用 XMLファイ

ルの数は 10 である．テキストビューをスワイプすることに

よって Twitter に投稿する機能も実装したが，アプリには組

み込んでいない． 

図 4 はシーケンス作成のスクリーンショットである．ピ

クト表示領域には，図 4 中の①アプリのインストール時に

取り込まれるピクト（黒の背景に白で描かれた絵）と，同

②利用者が登録したピクト（本の写真）が表示されている．

テキスト表示領域の緑色のテキストビュー（同③）はコピ

ーされたビューであり，このビューをスワイプすることが

可能である． 

図 5 はシーケンス編集のスクリーンショットである．シ

ーケンスの閲覧時はシーケンス作成時と同じように，ピク

ト表示領域にピクトが並ぶようになっているが，シーケン



ス編集時はピクトと対応する文字列のセットを 1 つのペア

としてそれらがリスト表示される（図 5 中の①）．シーケン

ス編集時は，順番を変更したいペアを目的の位置まで上下

にドラッグすることによってシーケンス内のピクトの順番

を変更することができる．図 5 では，②の「勉強する」と

いうピクトの順番を変更しているところである． 

 

図 4 シーケンス作成 

Figure 4 Making sequence. 

 

 

図 5 シーケンス編集 

Figure 5 Editing sequence. 

 

図 6 は新しくピクトを登録する画面のスクリーンショッ

トである．本アプリでは，その場で撮影した写真やあらか

じめ撮影しておいた写真をピクトとして利用可能であるが，

図 6 はその場で撮影した写真にタグ付けし，ピクト登録を

おこなっているところを示している．その場で写真を撮影

する場合，カメラプレビューがピクト表示領域に表示され

るため，利用者はそのプレビューをタップすることによっ

て，写真を撮影することができる．撮影された写真は図 6

中の①のようにピクト表示領域に表示されるため，その写

真で問題なければ，利用者は，タグが表示されているテキ

ストビューをコピーして，そのコピーをタグ付け登録の機

能領域の方向へスワイプする．図 6 中の②のテキストビュ

ーはコピーされたビューである．同③のように，本アプリ

では，テキストビューを機能領域の方向へスワイプすると，

その領域が表示されるようになっている． 

 

 

図 6 ピクト登録 

Figure 6 Adding pict. 

 

4. 考察 

絵や写真によるコミュニケーションをおこなうには練

習が必要である[14]ものの，「何について話すのか」を示す

ことによって，コミュニケーション場面の状況を把握し，

会話の内容への関心が高まり，そして理解しやすくなるの

であれば，本アプリは聴覚障害児・者のコミュニケーショ

ン支援として十分に可能性があるのではないだろうか．ま

た，写真にタグをつけて整理するという本アプリのアイデ

アはタブレットにおける従来のファイル管理方法と異なり，

多様な視点で写真を整理することになり，その機能だけで

も価値があると思われる． 

しかし，コミュニケーションは双方向のやり取りがあっ

て成立するものである．聴者の話を音声認識しピクトを

次々と表示することはコミュニケーション場面の状況把握

の手助けになる一方，コミュニケーションの双方向性の一

方向を支援しているのみである．現状では，本アプリは聴

覚障害児・者が相手の意見を受け取り自分の考えや思いを

表出することを支援していない．ピクトを並べることによ

って自らの考えや思いを伝えられるような仕組みが必要で

ある．その場合，いかにピクトを利用した表出方法を習得

するかも並行して検討しなければならない． 

本アプリの核となる技術の 1 つは音声認識である．50 年

以上にわたる音声認識技術の研究開発によって，今日では，

カーナビやスマートフォンの音声アプリなど音声認識技術

が身近になりつつあり，その性能も高くなっている．しか

しながら現状の技術では，日常会話や雑音の多い環境下の

認識では，その性能は大きく落ちる[15]．本アプリにおい

ても，Android 標準の音声認識ダイアログを表示して，そ

れに向かって「ていねい」に，かつ「はっきり」と発声す

れば，かなり高い精度で認識し，的確にピクトを検索する

③

①

②

①

②

③②

①



ことができる．しかし，SpeechRecognizer オブジェクトを

利用してバックグラウンドで音声認識機能を実行する場合，

そのオブジェクトの特性を把握して発声しなければならな

いが，それよりも問題なのは，ほとんど認識できないこと

である．本アプリの音声認識はクリアすべき大きな課題で

ある．音声認識エンジンを利用者に合わせてカスタマイズ

していく必要がある． 

音声認識の結果が誤っていたり，利用者が言い間違いを

したりするということは生じるものである．そのためには，

シーケンス中の文字列を修正可能にしなければならない．

現状では，本アプリのシーケンス編集機能はピクトの並び

順を変更することのみ可能であるため，たとえば，テキス

トビューを長押しすることによって，そのテキストを修正

可能な状態にするなど，シーケンス編集機能を強化しなけ

ればならない．また，シーケンスを編集した結果を，テキ

スト表示領域のテキストビューをスワイプするような簡単

な方法でソーシャル・メディアに投稿可能にするなど，シ

ーケンス編集から活用までをつなぐような仕組みが必要で

あろう． 

一方で，記録したシーケンスをどのように活用していく

のかも十分に検討していかなければならない．ソーシャ

ル・メディアの WebAPI を利用すれば，シーケンスをソー

シャル・メディアに投稿することは可能であるが，それを

おこなうことの意義や効果をしっかりと検討し，本アプリ

で記録したシーケンスをどのように活用していくのかは今

後の課題である．筆者らは聴覚障害児・者と聴者とのコミ

ュニケーションに注目しているが，聴覚障害児・者と聴者

とのコミュニケーション場面だけでなく，たとえば，聴者

同士の会話を記録し，聴覚障害児・者と会話の内容を共有

するという活用は 1 つのあり方として考えられるのではな

いだろうか．聴者である子どもが経験したことを本アプリ

で記録し保護者と共有するという活用は 1 つのあり方とし

て考えられる． 

 

5. おわりに 

本稿では，聴覚障害児・者のコミュニケーション全般の

支援を目標に，(1)リアルな会話そのものをサポートする機

能，(2)コミュニケーションの結果を記録する機能，(3)コミ

ュニケーションの記録を活用する機能を有するアプリにつ

いて詳細に述べた．現在，アプリの基本的な機能は実装済

みである．実装機能の動作確認をおこなう中で機能面の課

題が明らかになった．たとえば，音声認識の精度，シーケ

ンスの編集である．また，記録したシーケンスをどのよう

に活用するのかという応用面かも検討しなければならない．

アプリの操作性や性能などの評価も残されている． 

今後は，これらの課題を解決するために本アプリの開発

を進めるとともに，福祉現場のニーズの把握や理論的な研

究をおこない，本アプリを福祉の現場に導入し実践的に評

価しなければならない．それによって，真に聴覚障害児・

者に寄り添うようなコミュニケーション支援アプリの開発

を目指したい． 
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